
刈谷市施策評価シート(①基本施策推進状況)

担当課

環境 ごみ

ごみ 環境

ごみ

環境

〔1〕 〔2〕 〔3〕 〔4〕 〔5〕 〔6〕

△

●

△ ● △

● △

●目標指標

達成

状況

171 172 173

174

171 172

172

●市政に対する市民の評価
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成果

成果
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〔1〕 関連する施策の内容（小施策）

リサイクル率

公害苦情発生件数

関連する施策の内容（小施策）

20.1
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△

〔3〕

〔4〕

〔5〕

事業系ごみの年間排出量

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

１人１日当たりのごみ排出量

成果

● 成果

めざす姿（生活像）が下記のどの目標
指標と関連しているか表示しています

めざす姿　（生活像）
分別収集が徹底され、ごみの資源化が進んでいます。

公害の発生件数が減少し、生活環境が良好に保たれています。

市民、事業者、行政が、環境への負荷の少ない行動を実践しています。

ごみの３Ｒに取り組む市民や事業者が増え、ごみの排出量が減少しています。

目標指標達成状況

施策の内容（小施策）

施策責任者

とりまとめ課

基本施策 17
産業環境部長

171 環境推進課循環型社会・環境保全意識の高揚

循環型社会・環境保全

関係課

956 942 440

172

173

174

まちの状態

市民の暮らし

名称 単位
実績値

25年 26年 27年

ごみの減量化

ごみ・し尿の適正な処理

公害の防止

【注】 ◎…最終目標達成、○…中間目標達成、●…未達成だが上昇傾向、△…未達成で下降傾向 
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刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ○ 活動 人

〔2〕 ○ 活動 回

〔3〕 △ 活動 kg

〔4〕 △ 活動 人

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

名称

環境支援員育成講座の修了者（累計）

環境支援員が講師を務める講座等の開催

32年

80

5

― ―

26年 27年25年

ペットボトルキャップ回収量

リサイクルショップ入場者数

現状分析と課題

循環型社会・環境保全意識の高揚171

事業費　（千円）／（％） 26年度

施策の内容（小施策）

岡崎市 安城市

46

単位

備　考 出典：フジイ化工㈱ＨＰ（平成２７年度以降回収実績のある学校）

85

23,881 1.0%

環境推進課担当課

関係課

27年度 28年度

ごみ減量推進課

決算／基本施策内での割合 13,573 0.6% 11,058 0.5%

予算／基本施策内での割合 25,331 1.1% 23,810 1.1%

10,000

5 5

16,000

―

目標値実績値

13,921

12,533

5

11,387

9,162

12,705

10,690

成　果

％

28 97

刈谷市

100

碧南市知立市

比較項目

西尾市 高浜市

80 75

単位エコキャップ運動に参加している小中学校の割合

14

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

環境負荷を低減する生活への転換を
促すための広報や各種講座などによ
る啓発 

児童生徒に対する環境教育の推進 

ごみの３Ｒに取り組む市民や事業者
の活動促進と各主体間のネットワー
クづくりの推進 

リサイクルプラザの利用啓発 

現状分析 課題の整理 

環境支援員育成事業 ・毎月定例打合せ会を実施 

・市民を対象とした環境講座の実施 

・わんさかまつり等イベントでの環
境啓発活動 

・刈谷駅で普及啓発を目的としたグ
リーンカーテンを実施 

リサイクルショップ 

入場者数          9,162人 

出品点数        31,076点 

販売点数        16,037点 

販売金額   2,725,190円 

リサイクルプラザ運営事業 

・ちり紙交換数 9,947個 

・ワクチン本数 5,693本 

資源回収社会貢献事業 

３R関係環境講座参加者数 ８７人 

 

 

                

◆小中学校の児童・生徒及びその保護者のごみの分別意識
を高めるとともに、回収量に応じた環境啓発用品の配布に
より、環境全般に関する意識の向上を図っている。 

○継続的な環境支援員の募集、人材の発
掘が必要である。また、活動をより充実
するため、環境支援員に対するスキル
アップ講座等の実施も求められる。 

◆環境に対しての知識を持ち、行政と市民の中間的役割を
果たすことができる人材を育成し、市民への啓発、指導を
行うことで、市民の環境に対する意識向上を図っている。 

・環境関係講座の参加者数 325人 
環境教育実践事業 

環境教育実践事業 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ○ 活動 ｔ

〔2〕 ○ 活動 件

〔3〕 △ 活動 件

〔4〕 △ 成果 ％

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

施策の内容（小施策） 172 ごみの減量化
担当課 ごみ減量推進課

関係課 環境推進課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

32,694 1.3%

決算／基本施策内での割合 33,015 1.5% 28,314 1.3% ―

予算／基本施策内での割合 36,010 1.6% 32,929 1.5%

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

資源回収所設置補助件数 1 4 2 2

リサイクル率 20.1 18.6 18.6 40

生ごみ処理機・コンポスト補助件数 83 57 31 85

比較項目 リサイクル率 単位 ％

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

備　考 出典：環境省一般廃棄物処理実態調査結果（平成２６年度調査結果）

成　果

現状分析と課題

―

18.6 19.8 23.3 13.7 16.5 15.4

集団回収による資源回収量 3,432 3,471 3,321 3,600

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

ごみの減量化や資源の再利用の促進 

ごみの発生抑制の促進 

事業者のリサイクル活動支援やごみ
の排出指導の徹底による事業系ごみ
の減量化 

現状分析 課題の整理 

資源回収所設置費補助事業 

○地域の資源ごみの回収量は増加傾向であるが、
各家庭における生ごみの減量化に寄与する生ごみ
処理機等補助制度の利用促進を図る必要がある。 

設置数         2箇所 

総回収量  1,119,834㎏ 

・ごみ分別収集協力報償金を全
地区に交付 

・クリーンカレンダーの作成・
全戸配布 

・事業系ごみの減量とリサイク
ルの手引きの作成・配布 

生ごみ処理機器購入費補助事業 ・生ごみ処理機24基 

 645,600円 

・コンポスト7基 

 21,000円 

ごみ収集業務事業 

◆生ごみ処理機器購入を促すことにより、機器を購入した
各家庭のごみ減量化を図ることができている。 

◆常設の資源回収所の設置に伴い、地区の資源回収量が増
加し、ごみの減量化と資源の再利用を促進することができ
ている。 

資源回収奨励報奨事業 実施団体数   130団体 

総回収量  3,321,386㎏ 

環境教育実践事業  ・生ごみ堆肥づくり講座参加者数 

  ３４人 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 △ 活動 件

〔2〕 ○ 活動 箇所

〔3〕 △ 活動 枚

〔4〕 ◎ 活動 t

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

施策の内容（小施策） 173 ごみ・し尿の適正な処理
担当課 ごみ減量推進課

関係課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

2,419,214 97.2%

決算／基本施策内での割合 2,104,188 97.4% 2,148,442 97.7% ―

予算／基本施策内での割合 2,140,312 96.6% 2,194,017 96.9%

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

監視カメラ設置による不法投棄等改善撤去箇所数 7 6 6 7

不燃ごみ分別量（埋立ごみ以外のもの） 616 608 500 555

ごみ指定袋販売数合計 11,966,000 9,719,000 10,177,500 9,870,000

比較項目 単位 ％

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

備　考

成　果

現状分析と課題

―

ごみ散乱・不法投棄に関する苦情件数 100 65 79 50

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

市民への周知啓発や指導助言によるご
みの適正な分別や排出 

地域との連携による不法投棄の防止 

環境保全対策の実施と一般廃棄物処
理施設の適正な管理運営 

現状分析 課題の整理 

○継続的な不法投棄の防止、抑制を図る必要がある。 

○不燃物埋立場の適正な管理、省エネ化に努め、更
なる延命に努めていく必要がある。 

ごみ散乱防止推進員を35人委
嘱（うち17人が新任）                
ごみ散乱防止推進員会議・研修
会の開催 年2回 

ごみ散乱防止・減量推進事業 

継続設置 1箇所 

 

新規設置 9箇所 

 

改善撤去 6箇所  

不法投棄防止監視カメラ管理事業 

◆不燃物埋立場浸出液処理施設の計画的な修繕を実施し、
機器及び設備修繕により施設の処理能力の維持に努めてい
る。 

◆ごみ散乱防止推進員が地域と行政とのパイプ役となりな
がら、各地区における啓発指導や清掃活動及び不法投棄防
止に積極的に取り組み、環境美化の推進が図られている。 

第１不燃物埋立場浸出液処理設備 

管理業務委託 

第２不燃物埋立場浸出液処理設備 

管理業務委託 等 

 

曝気攪拌ブロワ点検修繕 

有機汚濁モニター修繕 

苛性ソーダ注入ポンプ修繕 

水槽内部装置点検修繕 

制御盤修繕 等 

施設管理事業 

 

 

 

 

施設補修事業 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ○ 活動 回

〔2〕 ◎ 活動 事業所

〔3〕 ◎ 活動 箇所

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

施策の内容（小施策） 174 公害の防止
担当課 環境推進課

関係課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

12,895 0.5%

決算／基本施策内での割合 10,610 0.5% 10,094 0.5% ―

予算／基本施策内での割合 14,241 0.6% 13,687 0.6%

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

工場排水水質検査回数 24 24 24 24

騒音測定（交通・環境）箇所数 12 12 21 21

比較項目 典型７公害による苦情件数 単位 件

刈谷市 碧南市 安城市 豊田市 知立市 ―

備　考 出典：各市環境報告書（平成２７年度）

成　果

現状分析と課題

―

91 84 182 240 30 ― ―

かりやeco事業所認定事業所数 ― ― 30 50

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

大気や水質、騒音、振動などの監視
測定や事業所への立入調査・指導に
よる公害の未然防止 

生活排水による水質汚濁、近隣騒音、
悪臭などの防止に対する啓発・指導
による都市生活型公害の防止推進 

地域や関係機関との連携による公害
発生後処理の適正化 

現状分析 課題の整理 

大気汚染調査事業 

 

 

 

 

 

 

水質汚濁調査事業 

 

 

 

 

 

騒音・振動調査事業 

 

 

 

 

 

環境都市アクションプラン推進事業 

 

 

 

・自動車騒音常時監視に係る面的評価 

 １回 

・騒音測定（環境・交通） 

 市内２１箇所 

 

 
・環境保全協定締結 

 27社31工場 

・かりやeco事業所認定事業所数 

 30事業所 

 
 

◆事業所への立入り、指導、環境保全意識の普及啓発によ
り公害の未然防止に努めている。 

○水質に関して、市内を流れる河川にお
いて改善傾向が見られるが、まだ汚濁度
の高い河川もあるため、より一層の生活
排水対策を図る必要がある。 

◆大気、水質、騒音、振動などの監視測定を実施し、蓄積
されたデータの経年比較により、状況を把握することがで
きている。 

・大気汚染自動測定 

市内3箇所 24時間常時実施 

 

・降下ばいじん調査 

市内2箇所 各12回 

 

・酸性雨調査 

市内1箇所 12回 

 

・中小河川水質調査 

市内１０河川及び洲原池 

 

・工場排水水質調査 

24工場 

 



刈谷市施策評価シート(③基本施策の現状分析と課題と今後の方向性)

今後の方向性

現状分析と課題

課題の整理 現状分析 

◆・・・・ 

◆・・ 

 

１ 

◆・・ 

◆・・ 

 

循環型社会･ 

環境保全意識 

ごみの減量化 

ごみ･し尿の 

適正な処理 

公害の防止 

◆・・ 

◆・・ 

◆・・ 

◆・・ 

課題の整理 現状分析 

◆環境に対しての知識を持ち、行政と市民の中間的役割を果
たすことができる人材を育成し、市民への啓発、指導を行う
ことで、市民の環境に対する意識向上を図っている。 

◆ごみ散乱防止推進員が地域と行政とのパイプ役となりなが
ら、各地区における啓発指導や清掃活動及び不法投棄防止に
積極的に取り組み環境美化の推進が図られている。 

 

◆常設の資源回収所の設置に伴い、地区の資源回収量が増加
し、ごみの減量化と資源の再利用を促進することができてい
る。 

◆大気、水質、騒音、振動などの監視測定を実施し、蓄積さ
れたデータの経年比較により、状況を把握することができて
いる。 

 

○リサイクル率について目標達成が
困難な状況であるため、さらなる分
別収集、ごみの資源化を推進する必
要がある。 

 

○都市化の進展や環境に対する意識
の高まり等から新しい種類の公害問
題が発生してきており、これまでの
対策の継続とともに新たな公害への
対応も進める必要がある。 

循環型社会･ 

環境保全意識 

ごみの減量化 

ごみ･し尿の 

適正な処理 

公害の防止 

◆エコライフ、地球環境保全意識の高揚等の意識啓発 

◆ごみの分別収集の徹底とともに新たに資源化要素の掘起 

◆将来人口等を踏まえた適正な処理体制の構築 

◆地域や関係機関との連携を強化とともに公害発生の未然
防止に向けた啓発活動を推進 



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)

無 縮小 維持 拡充

担当課 Ⅴ Ⅱ Ⅰ

環境 ごみ Ⅵ Ⅲ

ごみ 環境 Ⅶ Ⅳ

ごみ Ⅷ

環境 Ⅸ

Ⅹ

●構成する主な事務事業

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

環境推進課

環境推進課

環境推進課

担当課

今
後
の
方
向
性

終期設定

休止・廃止

凡例
予算対応の考え方

現状維持

改善・効率化

拡充

縮小

普
通

高
い

高
い

現状維持

施策の内容(小施策)

循環型社会・環境保全

関係課

172

基本施策 17

171

173

174

循環型社会・環境保全意識の高揚

ごみの減量化

ごみ・し尿の適正な処理

公害の防止

Ⅲ ごみ減量推進課4 ごみ収集業務事業
349,646 356,848 380,454

高
い

344,759 346,739 ―

普
通

高
い

普
通

現状維持 Ⅲ3 生ごみ処理機器購入費補助事業
2,250 2,250 1,925

高
い

1,287 667 ―

普
通

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ2 資源回収奨励報償事業
25,000 25,000 25,000

普
通

23,360 22,301 ―

Ⅲ1 資源回収所設置費補助事業
2,400 1,200 1,200

高
い

2,129 964 ―

ごみの減量化

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）

普
通

高
い

高
い

現状維持

環境推進課
1,905 1,677 ―

高
い

現状維持 Ⅲ

予算対応
の考え方

担当課
2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

高
い

普
通

高
い

現状維持 Ⅲ ごみ減量推進課

172

4 リサイクルプラザ運営事業
4,660 4,479 4,569

高
い

普
通

普
通

高
い

4,556 4,382 ―

3 環境教育実践事業
2,322 2,422 2,320

環境推進課
47 67 ―

2,450 2,649 2,646
高
い

高
い

普
通

普
通

普
通

拡充 Ⅰ

2,441 2,591 ―

普
通

環境推進課

1 環境支援員育成事業
207 187 479

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ2 資源回収社会貢献事業

171 循環型社会・環境保全意識の高揚

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

担当課

173 ごみ・し尿の適正な処理

環境推進課

環境推進課

環境推進課

担当課

ごみ減量推進課

ごみ減量推進課

ごみ減量推進課

平成２８年度より各事業の統合を行い事業を一本化

普
通

高
い

普
通

現状維持 Ⅲ 環境推進課4 悪臭調査事業
500 500 12,895

普
通

0 166 ―

高
い

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ3 騒音・振動調査事業
972 1,109 12,895

高
い

562 881 ―

普
通

高
い

普
通

現状維持 Ⅲ2 水質汚濁調査事業
4,093 3,938 12,895

高
い

2,217 1,976 ―

普
通

普
通

普
通

改善・効率化 Ⅶ1 大気汚染調査事業
8,106 7,621 12,895

普
通

7,658 6,914 ―

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

174 公害の防止

普
通

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ ごみ減量推進課4 施設補修事業
17,820 30,000 30,000

高
い

16,995 29,936 ―

普
通

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ3 施設管理事業
34,420 34,798 34,848

高
い

34,156 30,731 ―

高
い

普
通

普
通

現状維持 Ⅲ2 不法投棄防止監視カメラ管理事業
171 164 140

高
い

41 52 ―

高
い

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ1 ごみ散乱防止・減量推進事業
521 431 521

高
い

427 271 ―

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性


